
生活文化
史Seikatsu Bunkashi

＜史料館だより＞

神戸深江生活文化史料館

　解体された国登録有形文化財・古澤家住宅
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グで事務所を開き、深江文化村の古澤家住宅
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深
江
文
化
村
・
古
澤
家
住
宅
の

解
体
と
展
示

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

深
江
文
化
村
に
あ
っ
た
古
澤
家
住
宅
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
が
、
令

和
五
年
（
二
〇
二
三
）
十
月
に
解
体
さ
れ
た
。
当
初
十
三
棟
あ
っ
た
住
宅

は
冨
永
家
住
宅
だ
け
と
な
っ
た
。
史
料
館
で
は
所
有
者
の
古
澤
弘
氏
（
昭

和
三
十
四
年
生
ま
れ
）
に
接
触
、
神
戸
市
文
化
財
課
を
交
え
て
話
し
合
い

を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
行
政
と
し
て
は
部
材
の
保
存
が
で
き
な
い
と
い

う
判
断
に
至
り
、
史
料
館
で
残
さ
れ
た
部
材
を
で
き
る
限
り
譲
り
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
六
枚
残
さ
れ
た
設
計
図
は
文
化
財
課
が
デ
ジ
タ
ル

保
存
し
、
現
物
は
史
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
常

設
展
示
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
成
果
を
報
告
し
た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
学
ん
だ
建
築
士
が
設
計

深
江
文
化
村
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
深
江
の
医
師
阪
口
磊ら

い

石せ
き

が

所
有
す
る
神
楽
新
田
（
深
江
南
町
一
丁
目
）
の
約
二
五
〇
〇
坪
に
設
け
ら

れ
た
。
提
案
し
た
の
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
出
身
の
建
築
家
で
、

深
江
在
住
の
吉
村
清
太
郎
だ
っ
た
。
十
三
棟
の
建
物
が
内
側
に
あ
る
ロ
ー

ン
ヤ
ー
ド
に
向
き
、
こ
れ
を
軸
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
特
殊
な
構

造
に
な
っ
て
い
た
。
吉
村
の
建
て
た
建
物
に
続
い
て
、
大
正
十
四
年
に
建

て
ら
れ
た
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
工
科
大
出
身
の
Ｌ
・

Ｎ
・
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
設
計
し
た
古
澤
家
住
宅
だ
っ
た
。
施
主
の
古
澤

平
作
は
、
ラ

デ
ィ
ン
ス
キ
ー

の
事
務
所
と
同

じ
神
戸
・
旧
居

留
地
の
明
海
ビ

ル
に
タ
イ
ヤ
を

扱
う
古
澤
平
作

商
店
の
事
務
所

を
置
い
て
い
た
。

そ
の
縁
で
建
築

を
発
注
し
た
と
さ
れ
、

ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
も

深
江
文
化
村
に
邸
宅

を
構
え
た
。

古
澤
家
住
宅
は
木

造
二
階
建
て
で
、
複
雑

な
構
成
を
持
つ
急
傾

斜
の
天
然
ス
レ
ー
ト

葺
き
の
屋
根
が
特
徴

だ
っ
た
。
壁
面
に
は
大

型
窓
を
配
し
、
明
る
く

変
化
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
が
特
色
だ
っ
た
。
屋

内
は
、
一
階
は
食
堂
・

応
接
室
（
写
真
１
）・

写真１　応接室の暖炉写真２　二階の和室
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女
中
部
屋
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
洋
間
。
二
階
は
和
室
の
寝
室
（
写
真
２
）

と
、
ド
ア
の
あ
る
和
洋
折
衷
の
畳
敷
の
部
屋
が
あ
り
、
日
本
人
の
生
活
に

合
わ
せ
て
造
り
分
け
て
い
た
。
屋
根
裏
に
入
る
と
小
屋
組
み
が
し
っ
か
り

と
し
た
ボ
ル
ト
で
止
め
ら
れ
て
い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
損
傷
は
少
な
か
っ
た
理
由
が
判
明
し
た
。

部
材
の
調
査
と
展
示
の
概
要

部
材
の
譲
渡
を
受
け
、
史
料
館
で
は
二
階
の
深
江
文
化
村
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
手
作
り
で

大
幅
に
増
強
し

た
。
目
玉
は
、
ビ

ザ
ン
チ
ン
風
の
意

匠
を
持
つ
階
段
の

親
柱
と
手
す
り
。

金
目
地
風
の
円
形

や
直
線
の
飾
り
は

ロ
シ
ア
正
教
の
聖

像
に
使
わ
れ
る
色

遣
い
で
あ
る
（
口

絵
写
真
）。
ま
た

階
段
下
に
設
け
ら

れ
た
物
置
の
木
製

ド
ア
も
屋
内
で
統

一
的
に
使
わ
れ
て

い
る
ナ
ラ
材
が
素

材
に
使
わ
れ
て
い

る
。
大
正
期
の
手
作
り
の
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
応
接
室
の
観
音
開
き
の
窓
（
写

真
３
）
は
丸
ご
と
取
り
外
し
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
取
り
付
け
た
。
ガ
ラ

ス
越
し
に
在
り
し
日
の
写
真
を
ち
り
ば
め
て
い
る
。
天
窓
も
別
置
し
、
手

作
り
の
ガ
ラ
ス
に
よ
る
反
射
の
揺
ら
ぎ
が
味
わ
え
る
。

こ
の
ほ
か
建
物
内
部
の
部
材
も
で
き
る
限
り
集
め
た
。
照
明
器
具
の
覆

い
（
写
真
１
）、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
火
床
、
ガ
ラ
ス
製
ド
ア
ノ
ブ
、
フ
ッ

ク
式
の
ド
ア
の
か
ぎ
、
襖
の
金
具
、
玄
関
ド
ア
の
色
ガ
ラ
ス
、
玄
関
や
テ

ラ
ス
（
写
真
４
）
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
タ
イ
ル
、
外
壁
、
和
室
の
天
袋

引
戸
な
ど
、
細
か
い
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
。
一
階
の
壁
紙
は
め
く
る
と
三

層
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
一
番
下
に
は
大
正
五
～
六
年
ご
ろ
の
年
号
の
あ

る
反
故
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
で
一
番
下
の
壁
紙
が
建
設
当
時

の
壁
紙
で
、
そ
の
後
二
回
に
わ
た
っ
て
壁
紙
が
張
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
も

分
か
っ
た
。

追
跡
調
査
で
製
造
元
が
分
か
っ
た
部
材
も
あ
る
。
浴
室
タ
イ
ル
の
裏
に

は
「
Ｄ
Ｋ
」
の
マ
ー
ク
が
あ
り
、
調
査
の
結
果
、
淡
路
に
あ
る
淡
陶
株
式

会
社
製
と
確
認
さ
れ
た
。D

anto T
ile 

淡
路
島
工
場
技
術
研
究
所
の
深
井

明
比
古
上
席
研
究
員
に
よ
る
と
、
淡
陶
の
「
Ｄ
」
と
会
社
の
「
Ｋ
」
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
で
、
大
正
十
四
年
は
淡
陶
の
阿
万
工
場
と
福
良
工
場
が
稼
働
し

て
お
り
、
い
ず
れ
か
の
生
産
品
と
い
う
。
深
井
上
席
研
究
員
の
分
類
に
よ

れ
ば
、
Ｃ
４
タ
イ
プ
で
、
生
産
時
期
は
大
正
時
代
中
頃
と
考
え
ら
れ
、
南

あ
わ
じ
市
の
田
中
萬
米
邸
（
大
正
七
年
建
築
）
の
風
呂
場
に
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
と
同
じ
と
い
う
。
Ｃ
４
タ
イ
プ
の
生
産
は
大
正
時
代
中
頃
と
考

え
ら
れ
、
古
澤
家
が
大
正
十
四
年
竣
工
な
の
で
タ
イ
ル
の
生
産
時
期
と
少

し
差
が
出
る
と
い
う
。
た
だ
生
産
記
録
も
な
く
ス
ト
ッ
ク
品
を
使
用
す
る

こ
と
も
あ
り
、
建
築
年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
建
物
と
タ
イ
ル
の
関
係

写真３　応接室の観音開きの窓写真４　テラス
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を
示
す
貴
重
な
史
料
と
判
明
し
た
。

天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
屋
根
は
組
み
合

わ
せ
て
一
部
を
復
元
し
た
。
建
物
の
基
礎

に
使
わ
れ
て
い
た
レ
ン
ガ
も
回
収
。
今
回

の
解
体
時
の
調
査
の
結
果
、
レ
ン
ガ
の
基

礎
に
加
え
て
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基

礎
が
補
強
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

（
写
真
５
）。
そ
の
こ
と
が
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
揺
れ
に
も
耐
え
ら
れ
た
理
由
だ
ろ

う
。
大
正
十
二
年
に
起
き
た
関
東
大
震
災

を
教
訓
に
耐
震
を
考
え
た
設
計
に
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

建
築
当
時
の
写
真
も
収
集

今
回
の
調
査
で
は
、
大
正
十
四
（
一
九

二
五
）
～
十
五
年
ご
ろ
撮
影
し
た
棟
上
げ

の
写
真
（
写
真
６
）、
竣
工
後
の
家
族
写
真
（
写
真
７
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
写
真
資
料
で
あ
る
。

ま
た
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は
施
主
古
澤
平
作
（
写
真
８
）
や
暖
炉
前
の
ソ

フ
ァ
に
腰
か
け
た
外
国
人
の
写
真
が
あ
り
設
計
者
の
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と

み
ら
れ
る
（
写
真
９
）。
川
島
智
生
・
神
戸
情
報
大
学
院
大
客
員
教
授
に
よ

る
と
、
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
一
八
八
一
年
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
人
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
工
科
大
で
建
築
学
を
学
ん
だ
あ
と
、
一
九

一
九
年
～
三
二
年
ご
ろ
ま
で
神
戸
に
い
た
と
い
う
。
し
か
し
詳
し
い
経
歴

や
活
動
の
詳
細
は
不
明
。
風
貌
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

古
澤
家
住
宅
を
建
築
し
た
古
澤
平
作
の
長
男
一
は
昭
和
十
一
年
に
十
七

歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
が
、
生

前
ラ
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
邸
を
描
い

た
絵
画
を
残
し

て
い
る
。
こ
の

絵
画
も
寄
贈
さ

れ
公
開
し
て
い

る
。
古
澤
一
は

写
真
撮
影
も
趣

味
で
、
自
分
で
撮
影
し
た
ア
ル
バ

ム
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
今
回
判

写真５　レンガに加えて分厚いコンクリートの基礎

写真６　棟上げの写真（大正 14年４月）写真７　竣工直後の庭での家族写真（上）と景観（下）



生活文化史 2024.3.31第 52号

5－　－

明
し
た
。
焼
付
サ

イ
ズ
が
小
さ
い
も

の
が
多
く
不
鮮
明

な
作
品
が
多
い
の

が
残
念
だ
が
、
ラ

デ
ィ
ン
ス
キ
ー
邸

を
撮
影
し
た
未
公

表
の
写
真
（
写
真

10
）
が
含
ま
れ
、

こ
れ
も
今
回
の
調

査
の
大
き
な
成
果

で
、
併
せ
て
展
示

し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
古
澤

家
か
ら
寄
託
さ
れ

た
設
計
図
も
展
示

し
て
い
る
。
設
計
図
と
完
成
し
た
建
物
と
は
一
部
食
い
違
い
が
あ
り
、
今

後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
高
い
評
価
の
一
方
で
支
援
薄
く

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
月
に
国
の
文
化
財
審
議
会
が
古
澤
家
住
宅

の
主
屋
と
付
属
屋
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ
う
答
申
し
た
。
登

録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

建
造
物
の
緩
や
か
な
保
護
に
向
け
、
平
成
八
年
に
導
入
さ
れ
た
。
築
五
十

年
以
上
の
優
れ
た
建
築
物
が
対
象
で
、
こ
の
と
き
兵
庫
県
内
で
と
も
に
登

録
文
化
財
に
な
っ
た
の
は
神
戸
市
中
央
区
の
異
人
館
・
う
ろ
こ
の
家
（
旧

ハ
リ
ヤ
ー
邸
）・

海
岸
ビ
ル
、
冨
永

家
住
宅
の
主
屋
と

付
属
屋
（
東
灘

区
）、
な
ど
十
件

だ
っ
た
。
い
ず
れ

も
神
戸
を
代
表
す

る
洋
館
で
あ
る
。

ま
た
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）

に
建
造
さ
れ
た
日

本
最
古
の
重
力
式

ダ
ム
で
あ
る
市
水
道
局
の
布
引
五
本
松
え
ん
堤
（
中
央
区
の
布
引
ダ
ム
）・

千
苅
え
ん
堤
（
北
区
）・
烏
原
立
ケ
畑
え
ん
堤
（
兵
庫
区
の
烏
原
ダ
ム
）、

川
崎
重
工
業
神
戸
工
場
第
一
号
ド
ッ
ク
（
中
央
区
）、
な
ど
有
数
の
産
業
遺

跡
も
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
古
澤
家
住
宅
の
価
値
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
。

ま
た
平
成
二
十
一
年
に
は
「
ひ
ょ
う
ご
の
近
代
住
宅
一
〇
〇
選
」
に
も

選
ば
れ
た
。
神
戸
・
阪
神
地
域
に
残
る
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ
た
洋
館
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
県
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
住
民
か
ら
推
薦
が
あ
っ

た
二
三
〇
件
の
中
か
ら
県
住
宅
審
議
会
小
委
員
会
（
委
員
長
＝
小
森
星
児
・

神
戸
山
手
大
名
誉
教
授
）
が
選
定
し
た
。
東
灘
区
で
は
古
澤
家
住
宅
以
外

に
は
旧
乾
家
住
宅
・
香
雪
美
術
館
・
冨
永
家
住
宅
・
旧
高
嶋
家
住
宅
・
翆

嵐
房
が
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
に
は
神
戸
市
の
「
景
観
形
成
重
要
建
築
物
等
」 写真 10　ラディンスキー邸

写真８　施主古澤平作

写真９　 設計者のラディンスキー
とみられる写真
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に
指
定
さ
れ
た
。
市
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
市
都
市
景
観
条

例
を
制
定
。
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
歴
史
が
あ
る
建
築
物
を
選
定
し
、

保
全
・
活
用
を
図
る
の
を
目
的
に
し
た
。
市
内
の
近
代
洋
風
建
築
物
十
三

件
に
続
く
指
定
で
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
高
ま
っ
て
い
た
が
支
援
は
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財
は
、
指
定
文
化
財
と
違
い
届
け
出

制
で
指
導
・
助
言
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
内
部
の
改
装
が
可
能
な
一
方
、

補
助
は
限
定
的
。
所
有
者
に
よ
る
自
主
的
な
保
存
活
用
が
中
心
で
、
解
体

を
止
め
に
く
い
。「
ひ
ょ
う
ご
の
近
代
住
宅
一
〇
〇
選
」
も
、
専
門
家
か
ら

保
全
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
が
財
政
支
援
は
な
い
。

古
澤
家
で
は
、
令
和
四
年
末
に
当
主
の
喜
代
司
さ
ん
が
九
五
歳
で
亡
く

な
り
、
息
子
の
弘
さ
ん
は
尼
崎
市
に
居
住
し
て
い
る
た
め
空
き
家
に
な
っ

た
。
土
地
が
借
地
の
う
え
、
建
物
の
引
き
受
け
手
も
な
く
や
む
な
く
解
体

を
決
め
た
。

お
わ
り
に

深
江
文
化
村
で
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
古
澤
家
住
宅
が
解
体
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
と
て
も
残
念
だ
が
、
史
料
館
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
神
戸

市
文
化
財
課
と
の
調
整
を
経
て
貴
重
な
部
材
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
物
を
保
存
し
た
こ
と
で
、
浴
室
タ
イ
ル
の
製
造
元
が
判
明
し
、
大
正
期

の
タ
イ
ル
の
製
造
や
流
通
の
解
明
の
貴
重
な
史
料
に
な
っ
た
。
ほ
か
の
部

材
も
将
来
、
化
学
分
析
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

古
澤
家
住
宅
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
深
江
文
化
村
の
滞
在
者
に
は
、

ロ
シ
ア
革
命
で
亡
命
し
て
き
た
音
楽
家
ル
ー
チ
ン
や
メ
ッ
テ
ル
ら
が
お
り
、

朝
比
奈
隆
・
服
部
良
一
・
貴
志
康
一
・
大
澤
壽
人
ら
、
若
き
日
本
人
音
楽

家
と
交
流
が
生
ま
れ
た
。
深
江
文
化
村
が
「
関
西
洋
楽
の
ふ
る
さ
と
」
と

称
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
大
澤
壽
人
に
関
し
て
は
、
神
戸
女
学
院
の
生
島

美
紀
子
先
生
や
ご
子
息
の
大
澤
壽
文
氏
と
知
己
も
得
て
、
大
澤
壽
人
の
資

料
集
な
ど
を
入
手
し
、
展
示
し
て
い
る
。
前
年
に
続
き
田
中
千
尋
氏
か
ら

メ
ッ
テ
ル
関
係
の
資
料
の
寄
贈
も
あ
り
、
本
誌
で
有
吉
康
徳
研
究
員
が
報

告
を
し
て
い
る
。
小
稿
と
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
予
約
図
書
サ
ー
ビ
ス
、
過
去
最
多
更
新

令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
の
史
料
館
で
の
神
戸
市
立
図
書
館
の
予
約

図
書
受
取
や
図
書
返
却
サ
ー
ビ
ス
は
、
貸
出
冊
数
月
平
均
一
五
一
〇
冊
、

返
却
冊
数
は
一
五
四
七
冊
、
貸
出
を
利
用
し
た
人
数
は
月
平
均
五
四
四
人

だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
前
年
比
一
・
二
倍
と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

年
間
合
計
で
は
過
去
最
高
だ
っ
た
二
〇
二
一
年
と
比
べ
貸
出
で
二
四
八
七

冊
、
返
却
で
二
四
一
六
冊
上
回
っ
た
。
毎
月
の
人
数
・
冊
数
は
表
の
通
り
。

 

（
文
責
・
大
国
正
美
）

2023 年度の図書利用
月 貸出 返却
４ 1688 616 1740
５ 1293 460 1311
６ 1392 501 1472
７ 1683 605 1757
８ 1227 466 1332
９ 1544 525 1513
10 1569 548 1670
11 1353 518 1397
12 1569 558 1457
１ 1401 532 1490
２ 1556 539 1534
３ 1845 661 1902

合計 18120 6529 18575
平均 1510.0 544.1 1547.9
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深
江
文
化
村
ゆ
か
り
の

　
音
楽
家
の
演
奏
記
録
に
つ
い
て

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

「
生
活
文
化
史
」
五
一
号
で
は
、「
深
江
在
住
音
楽
家
の
演
奏
記
録
に
つ

い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
三
六
年
六
月
十
四
日
に
大
阪
朝
日
会
館
で

行
わ
れ
た
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
以
下

「
一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
と
い
う
）
を
紹
介
し
た
。
こ
の
た
び
、

一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
芦
屋
市
に
お
住
い
の
田
中

千
尋
さ
ん
か
ら
、
新
た
に
深
江
文
化
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
演
奏
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料
を
、
二
点
寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
紹
介
す
る
。

一
点
目
は
一
九
三
一
年
十
二
月
四
日
に
京
都
公
会

堂
で
行
わ
れ
た
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
二
十
一
回
交

響
管
弦
楽
定
期
大
演
奏
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

指
揮
者
は
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
だ
っ
た
。
メ
ッ

テ
ル
の
略
歴
に
つ
い
て
は
「
生
活
文
化
史
」
五
一
号

に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る
た
め
割
愛
す
る
が
、

一
九
三
三
年
版
の
『
音
楽
年
鑑
』
に
お
い
て
、
メ
ッ
テ
ル
の
居
住
地
は
「
中

山
手
通
二
の
三
六
の
七
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
演
奏
時

は
ま
だ
深
江
文
化
村
に
居
住
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
後
に
指

揮
者
と
し
て
名
を
成
す
朝
比
奈
隆
が
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
出
演
し
て
い

る
。
朝
比
奈
は
前
回
紹
介
し
た
一
九
三
六
年
の
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定

期
演
奏
会
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
出
演
し
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
曲
目
だ
け
で
な
く
、
曲
目
の
解
説
、
エ
ッ

セ
イ
等
、
様
々
な
こ
と
が
二
〇
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い

図１　京大オーケストラの
　　　第 21回定期演奏会パンフレット

図２　出演者一覧朝比奈隆も出演
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る
が
、
こ
の
う
ち
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
九
三
一
年
の
十
一
月
二
日
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
「
ジ
ン
タ
の
日
記
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
興
味
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
一
部
抜
粋
す
る
。

十
一
月
二
日
（
月
）
第
二
十
一
回
定
期
演
奏
會
を
公
會
堂
で
開
く
。

満
員
の
盛
況
な
り
。
會
後
四
條
八
百
政
に
て
慰
労
會
を
催
す
。
席
上
、

親
爺
（
メ
ッ
テ
ル
の
こ
と
）
に
「
何
か
一
つ
」
と
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
を
求
め
む
れ
ば
、
曰
く
「
わ
た
し
怒
る
事
よ
り
ほ
か
何
も
知
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
あ
り
ま
す
。
皮
肉
」
と
。
蓋
し
、
遜
辞
な
り
と
雖
も
、

又
至
言
な
ら
ん
か
。

メ
ッ
テ
ル
自
身
も
厳
し
い
指
導
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
方
、

学
生
た
ち
は
メ
ッ
テ
ル
を
「
親
爺
」
と
呼
び
、
敬
愛
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
記
載
で
あ
る
。

二
点
目
は
一
九
三
四
年
六
月
一
日
に
大
阪
の
朝
日
会
館
で
開
催
さ
れ
た

ト
リ
オ
ア
ー
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
は
荒
木
和
子
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
、
チ
ェ
ロ
は
一
柳
信

二
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
は
一
八
八
五
年
に
現
在
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ー
サ
に
生
ま
れ
た
。
ロ
ス
ト
フ
の
音
楽
学
校
と
モ
ス
ク
ワ

音
楽
院
を
卒
業
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ

る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
来
日
し
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
と

り
、
一
九
五
三
年
に
日
本
で
亡
く
な
っ
た
。
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
は
、
深
江

の
文
化
ハ
ウ
ス
を
た
び
た
び
訪
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ル
ー
チ
ン
の
異

父
弟
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
拠
点
は
東
京
で
あ
っ
た
が
、
ル
ー
チ
ン
が
住

ん
だ
神
戸
に
も
足
を
運
び
、
深
江
文
化
ハ
ウ
ス
の
前
で
弟
子
の
諏
訪
根
自

子
や
宮
本
政
雄
と
一
緒
に
撮
影
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
の
荒
木
和
子
は
一
九
一
一
年
生
ま
れ
で
、
一
九
二
九
年
に
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、
一
九
三
三
年
に
帰
国
後
、
関
西
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
た
。
戦
後
は
国
立
音
楽
大
学
や
熊
本
音
楽
短
期
大
学
の
教

授
を
務
め
た
。
兄
弟
の
荒
木
元
秋
は
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
の
指
導

す
る
京
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
お
り
、
昨
年
寄
贈
い
た
だ
い
た

一
九
三
六
年
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
者

の
中
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

チ
ェ
ロ
の
一
柳
信
二
氏
は
、
一
九
〇
二
年
生
ま
れ
で
、
神
戸
二
中
を
卒

業
後
パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
版
の
『
音
楽
年
鑑
』
で
は
住

吉
村
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
三
九
年
版
の
音
楽
年
鑑
で
は
住
所
が
渋

谷
区
に
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
間
に
東
京
に
転
居
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一

柳
信
二
は
、
音
楽
家
だ
け
で
は
な
く
詩
人
と
し
て
著
作
も
残
し
て
お
り
、

図３　トリオアーベントのプログラム
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深
江
文
化
村
を
訪
れ
て
い
た
詩
人
の
竹
中
郁
と
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
妻
の
一
柳
光
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
先
述
の
ル
ー
チ
ン
に
師
事
し
て

い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

以
上
、
少
し
調
べ
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
様
々
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、

深
江
文
化
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
、
特
に
ル
ー
チ
ン
と
メ
ッ
テ
ル
が
音

楽
界
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
で
き
た
。
引
き
続
き
、

調
査
を
続
け
、
深
江
文
化
村
の
果
た
し
た
役
割
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】

小
野
高
裕
『
古
き
佳
き
芦
屋
の
音
楽
ロ
マ
ン
』
一
九
九
二
年

小
野
高
裕
『
芦
屋
文
化
村
物
語
』
一
九
九
四
年

岡
野
弁
『
メ
ッ
テ
ル
先
生
』
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
九
五
年

本
庄
村
史
編
纂
委
員
会
『
本
庄
村
史　

歴
史
編
』
二
〇
〇
八
年

ポ
ダ
ル
コ
・
ピ
ョ
ー
ト
ル
『
白
系
ロ
シ
ア
人
と
ニ
ッ
ポ
ン
』
成
文
社
、

二
〇
一
〇
年

阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
展
実
行
委
員
会
『
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
淡
交
社
、

一
九
九
七
年

【
参
考
】

『
音
楽
年
鑑
』
昭
和
八
年
版
、
昭
和
七
年
十
二
月
刊
行

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
の
住
所
は
中
山
手
通
二
の
三
六
の
七
、一
柳
信
二

の
住
所
は
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
兼
松
一
〇
の
二
九

『
音
楽
年
鑑
』
昭
和
一
四
年
版
、
一
柳
信
二
の
住
所
は
渋
谷
区
猿
楽
町
四

『
音
楽
公
論
』
２
（
６
）
一
九
四
二
年
六
月
刊
行
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
モ

ギ
レ
フ
ス
キ
ー
「
あ
る
提
琴
家
の
憶
ひ
出
」

深
江
文
化
ハ
ウ
ス
居
住
者
健
在

研
究
員　

有　

吉　

康　

徳

深
江
文
化
村
の
南
西
の
旧
小
寺
邸
の
隣
に
あ
る
現
在
の
太
田
酒
造
の
敷

地
内
に
、
長
期
滞
在
宿
泊
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
兼
ね
た
「
文
化
ハ
ウ
ス
」

と
い
う
洋
館
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
小
野
高
裕
氏
や

森
口
健
一
氏
に
よ
り
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る
洋
画
家
福
井
市
郎
氏
が
描
い
た
「
芦
屋
浜
風
景
」
に

は
、
文
化
ハ
ウ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
幼
少
期
を
文
化
ハ
ウ
ス

で
生
活
さ
れ
た
村
上
公
敏
氏
か
ら
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の

内
容
を
紹
介
し
た
い
。

村
上
氏
は
、
一
九
三
三

年
生
ま
れ
で
、
福
井
市
郎

氏
が
「
芦
屋
浜
風
景
」
を

描
い
た
年
に
あ
た
る
。
文

化
ハ
ウ
ス
を
経
営
し
て
い

た
の
は
村
上
氏
の
伯
母
の

夫
、
松
浦
幹
一
氏
で
、
松

浦
夫
妻
と
村
上
氏
の
一
家

は
共
に
文
化
ハ
ウ
ス
で
生

活
を
し
て
い
た
。

図１　福井市郎画（芦屋市立美術博物館蔵）
左端が文化ハウス
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文
化
ハ
ウ
ス
は
、
元
々
ド
イ
ツ
人
が
建
て
た
建
物
を
長
谷
川
病
院
が
購

入
し
て
別
荘
と
し
て
い
た
も
の
を
、
松
浦
幹
一
氏
が
賃
借
し
て
貸
別
荘
を

始
め
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
松
浦
幹
一
氏
が
現
在
の
愛
媛
県
今
治

市
の
大
三
島
に
お
い
て
旅
館
の
跡
継
ぎ
と
し
て
育
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
化
ハ
ウ
ス
に
は
、
部
屋
が
一
〇
室
程
度
あ
り
、

五
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
外
国
人
が
入
れ
替
わ
り
滞
在
し
て
い
た
。
当
時
深

江
で
は
地
引
網
漁
が
盛
ん
で
、
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
が
物
珍
し
そ
う
に

見
物
に
来
て
お
り
、
漁
師
は
邪
魔
に
な
る
と
怒
っ
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
お
聞
き
し
た
。

文
化
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
三
月
の
本
庄
小
学
校
卒
業
生

が
作
成
し
た
地
図
で
は
、「
松
浦
文
化
ハ
ウ
ス　

洋
食
仕
出
し
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
深
江
の
住
人
に
は
洋
食
の
仕
出
し
の
印
象
が
強
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
貸
別
荘
が
メ
ー
ン
の
事
業
で
、
外
国
人
が
多

く
訪
れ
て
い
た
た
め
洋
食
を
提
供
し
て
お
り
、
仕
出
し
は
そ
の
つ
い
で
に

行
っ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
で
文
化
ハ
ウ
ス
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、

一
九
三
八
年
ご
ろ
松
浦
幹
一
夫
妻
と
村
上
氏
の
一
家
は
、
芦
屋
市
松
浜
町
の

芦
屋
文
化
ハ
ウ
ス
に
転
居
し
た
。
芦
屋
文
化
ハ
ウ
ス
に
転
居
後
、
松
浦
幹
一

氏
は
仕
出
し
屋
を
や
っ
て
い
た
が
、
戦
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

深
江
文
化
ハ
ウ
ス
が
営
業
し
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
数
年
で

あ
っ
た
た
め
記
録
に
乏
し
い
が
、
ル
ー
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
シ
ア
か

ら
亡
命
し
て
き
た
音
楽
家
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
に
会
う
た
め
に
山
田
耕

筰
、
近
衛
秀
麿
等
も
集
い
、
そ
の
後
の
影
響
に
鑑
み
る
と
そ
の
存
在
意
義

は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

山
形
正
昭
「
芦
屋
「
文
化
村
」
の
記
」『
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
〈
芸
術
〉』

六
、一
九
八
三
年

小
野
高
裕
『
古
き
佳
き
芦
屋
の
音
楽
ロ
マ
ン
』
一
九
九
二
年

小
野
高
裕
『
芦
屋
文
化
村
物
語
』
一
九
九
四
年

岡
野
弁
『
メ
ッ
テ
ル
先
生
』
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
九
五
年

本
庄
村
史
編
纂
委
員
会
『
本
庄
村
史　

歴
史
編
』
二
〇
〇
八
年

図２　昭和 10年代前半の深江文化村～文化ハウス附近
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江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
２
）

　
戦
禍
・
震
災
を
免
れ
た
梵
鐘

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

正
寿
寺
の
梵
鐘
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
十
五
日
の
銘
が
あ

る
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
鋳
造
し
た
の
は
当
時
大
坂
を
代
表
す
る
鋳

物
師
の
大
谷
正
次
で
あ
っ
た
。
こ
の
梵
鐘
は
戦
時
中
の
金
属
供
出
、
戦
災
、

震
災
を
く
ぐ
り
抜
け
て
守
り
抜
か
れ
た
貴
重
な
地
域
遺
産
で
も
あ
る
。

正
寿
寺
に
残
さ
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
歴
史
考
古
学
研
究
会
理
事
の
鈴

木
武
氏
が
昭
和
五
十
六
年
二
月
八
日
に
調
査
を
し
た
。
し
か
し
公
表
さ
れ

た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
う
え
、
判
読
に
一
部
脱
落
が
あ
る
。
ま
た
『
本

庄
村
史
』
で
は
梵
鐘
の
存
在
を
紹
介
し
て
い
る
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
改
め
て
こ
の
梵
鐘
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
大
谷
正
次

の
子
孫
を
探
し
、
系
図
や
当
時
の
鋳
造
所
の
絵
図
の
写
し
な
ど
の
提
供
も

受
け
た
。
本
稿
で
は
、
梵
鐘
の
銘
や
こ
の
梵
鐘
の
作
者
、
作
ら
れ
た
場
の

絵
図
も
紹
介
し
た
い
。
大
谷
家
の
居
宅
平
面
図
や
隠
居
所
は
初
公
開
と
思

わ
れ
、
今
後
の
鋳
物
師
研
究
に
も
有
益
と
考
え
る
。

梵
鐘
の
銘

梵
鐘
は
縦
帯
で
四
区
に
区
分
さ
れ
、
次
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
一

区
～
四
区
の
改
行
を
／
で
示
し
追
い
込
ん
だ
）。

（
一
区
）
経
曰

其
佛
本
願
力
／
聞
名
欲
徃
生
／
皆
悉
到
彼
國
／
自
致
不
退
転

（
縦
帯
）
南
無
阿
彌
陀
佛

（
二
区
）
銘
曰

佛
所
遊
履
／
國
邑
丘
聚
／
靡
不
蒙
化
／
天
下
和
順
／
日
月
清
明

風
雨
以
時
／
災
厲
不
起
／
國
豊
民
安
／
兵
戈
無
用

（
縦
帯
）
崇
徳
興
仁
／
務
修
礼
讓

（
三
区
）
願
主　

当
邑　

中
綱
氏
弥
三
右
衛
門

智
正
／
妙
真 

釋
勝
圓
／
釋
信
教
／
釋
可
善

法
名 

釋
教
信
／
釋
妙
信
／
釋
妙
光

（
縦
帯
）
皈（
帰
）命
盡
十
方
无（
無
碍
）㝵
光
如
来

（
四
区
）
摂
刕
兎
原
郡
／
本
庄
深
江
邑

長（
永
）井
山
正
壽
寺
／
當
住
持
／
理
傳

治
工
大
坂
住
／
大
谷
相
模
掾
藤
原
正
次

（
縦
帯
）
宝
暦
四
甲
戌
歳
三
月
十
五
日

一
区
と
二
区
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
浄
土
真
宗
が
根
本
聖
典
の
一
つ

と
し
た
「
仏
説
無
量
寿
経
」
の
一
節
で
あ
る
。
葬
儀
や
仏
事
は
す
べ
て
仏

恩
に
対
し
て
報
謝
の
生
活
を
送
る
こ
と
を
勤
め
る
内
容
で
、
一
区
は
「
阿

弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
い
て
往
生
を
願

え
ば
、
誰
し
も
極
楽
に
往
く
こ
と
が
で
き
、
お
の
ず
と
不
退
転
の
位
と
な

る
」
と
い
う
意
味
。
第
二
区
は
「
仏
が
巡
り
歩
ん
だ
国
や
村
は
そ
の
教
え

に
導
か
れ
な
い
所
は
な
い
。
天
下
は
平
和
で
、
太
陽
も
月
も
明
る
く
輝
き
、

風
も
雨
も
適
切
で
、
災
害
や
疫
病
な
ど
は
起
こ
ら
ず
、
国
は
豊
か
で
民
は

平
穏
に
暮
ら
し
、
兵
も
武
器
も
必
要
が
な
い
」。
続
く
縦
帯
に
は
そ
れ
に
続

く
経
文
で
「
人
々
は
徳
を
尊
び
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
努
め
て
礼
儀

を
重
ん
じ
、
互
い
に
譲
り
合
う
」
と
あ
る
。

第
三
区
は
、
深
江
村
の
中
綱
弥
三
右
衛
門
が
願
主
と
な
り
八
人
の
門
徒
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が
協
力
し
た
と
あ
る
（
図

１
）。
ほ
か
の
文
字
が
す
べ
て

陽
鋳
な
の
に
対
し
「
智
正　

妙
真
」
の
文
字
だ
け
は
陰
刻

で
鋳
造
が
終
わ
っ
た
後
に
刻

み
込
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る

（
図
２
）。

三
区
と
四
区
の
間
の
縦
帯

の
「
帰
命
盡
十
方
無
碍
光
如

来
」
は
「
十
字
の
名
号
」
と

も
言
わ
れ
、「
十
方
を
照
ら
し

妨
げ
の
な
い
光
の
仏
に
お
任

せ
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
一

区
と
二
区
の
間
の
縦
帯
に
あ

る
南
無
阿
弥
陀
仏
と
同
じ
意

味
に
な
る
。

第
四
区
は
鋳
造
当
時
の
住

持
が
理
伝
、
ま
た
治
工
は
大

坂
住
の
大
谷
相
模
掾
藤
原
正

次
で
あ
る
こ
と
が
刻
ま
れ
、
縦
帯
に
は
宝
暦
四
年
三
月
十
五
日
に
鋳
造
さ

れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
の
鋳
物
師
・
大
谷
正
次

鋳
物
師
大
谷
家
に
つ
い
て
は
、
坪
井
良
平
氏
の
『
大
阪
の
鋳
物
師
大
谷

家
の
累
代
』（
私
家
本
、
一
九
七
四
年
）、
お
よ
び
天
岸
正
男
氏
の
「
大
阪

の
鋳
物
師
と
真
継
家
」（『
歴
史
考
古
学
』
一
四
号
、
一
九
八
四
年
）
の
先

行
研
究
が
あ
る
。
両
者
に
よ
れ
ば
、
大
谷
家
は
家
国
系
と
正
次
系
の
二
流

が
あ
り
、
正
次
系
初
代
は
大
谷
善
右
衛
門
正
次
と
名
乗
り
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
四
）
に
死
去
し
た
。
五
代
徳
兵
衛
正
次
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

に
相
模
掾
の
宣
旨
を
受
け
た
。

天
岸
氏
は
同
論
文
で
、
現
存
・
佚
亡
を
含
め
た
梵
鐘
・
半
鐘
・
燈
籠
な
ど

の
銘
文
か
ら
判
明
す
る
鋳
物
師
を
住
所
別
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
大

谷
正
次
系
の
一
〇
代
ま
で
の
遺
例
は
不
明
と
し
て
、
十
一
代
兼
太
郎
正
次
・

十
四
代
吉
兵
衛
正
次
・
十
五
代
忠
兵
衛
尉
吉
久
・
十
六
代
勘
兵
衛
正
次
（
号

孝
寿
堂
）・
十
七
代
吉
右
衛
門
正
次
・
十
八
代
惣
兵
衛
正
次
（
号
・
晴
英
）・

十
九
代
和
助
正
次
・
二
十
代
左
衛
門
正
次
・
二
十
一
代
善
兵
衛
正
次
（
号
・

銅
翁
）
の
作
品
が
確
認
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

正
寿
寺
の
鐘
を
鋳
造
し
た
正
次
は
、
十
七
代
目
に
当
た
り
、
作
品
が
最

も
多
い
人
物
で
あ
る
。

大
谷
正
次
系
の
系
図

大
谷
正
次
の
子
孫
は
現
在
も
大
阪
で
鋳
造
所
を
経
営
し
て
お
り
、
三
十

代
大
谷
秀
一
氏
（
昭
和
八
年
生
ま
れ
）
か
ら
「
大
谷
家
系
図
」
を
拝
見
す

る
機
会
を
得
た
。
坪
井
氏
の
見
た
過
去
帳
と
十
四
代
十
五
代
が
若
干
食
い

違
う
。

こ
の
系
図
は
昭
和
前
期
、
先
々
代
の
二
十
八
代
隆
義
氏
が
天
王
寺
で
市

を
開
い
て
い
た
と
き
、
近
く
で
足
袋
屋
を
営
ん
で
い
た
稲
村
重
兵
衛
か
ら

写
し
を
譲
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
稲
村
重
兵
衛
の
番
頭
が
市
に
掲
げ
ら

れ
た
大
谷
相
模
掾
の
看
板
を
見
て
、
系
図
提
供
を
申
し
出
た
と
伝
え
る
。

そ
の
系
図
に
よ
る
と
、
十
七
代
吉
右
衛
門
正
次
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七 

五
二
）
二
月
二
十
七
日
相
続
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
十
月
二
十
五
日

六
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
の
で
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
生

図１　正寿寺梵鐘　寄進者銘図２　梵鐘の陰刻銘
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ま
れ
と
な
る
。
主
な
作
品
と
し
て
、
天
王
寺
の
清
水
寺
梵
鐘
、
生
玉
前
寺

町
の
隆
専
寺
梵
鐘
、
上
本
町
天
性
寺
梵
鐘
、
中
寺
町
の
本
経
寺
梵
鐘
、
淀

川
本
庄
の
教
恩
寺
梵
鐘
、
有
馬
の
温
泉
寺
梵
鐘
、
大
和
吉
野
山
の
竹
林
寺

梵
鐘
、
淡
路
塩
田
村
の
普
門
寺
梵
鐘
、
大
和
大
峰
山
の
東
行
場
不
動
明
王
・

蔵
王
権
現
、
大
峰
山
稲
村
ケ
嶽
の
大
日
如
来
、
南
河
内
伊
賀
村
の
長
泉
寺

梵
鐘
を
列
挙
し
て
い
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
六
月
二
十
四
日
に
十
八

代
惣
兵
衛
晴
英
が
相
続
し
て
い
る
の
で
、
十
七
代
相
模
掾
と
し
て
の
活
動

は
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
間
と
な
る
。

描
か
れ
た
鋳
造
所
と
そ
の
位
置

大
谷
秀
一
氏
は
三
点
の
絵
図
を
所
有
さ
れ
て
い
る
。
二
十
六
代
目
の
治

三
郎
正
峯
（
明
治
三
十
一
年
相
続
、
大
正
十
年
歿
）
か
、
二
十
七
代
目
の

秀
次
郎
（
明
治
三
十
五
年
相
続
、
昭
和
八
年
歿
）
ご
ろ
に
、
明
治
維
新
で

高
津
地
区
か
ら
移
転
す
る
前
の
様
子
を
聞
き
伝
え
に
よ
っ
て
描
い
た
も
の

と
い
う
。

図
３
は
「
元
和
丁
巳　

摂
津
国
東
成
郡
西
高
津
新
道　

大
谷
相
模
掾
藤

原
正
次　

治
工
処
」
と
表
題
が
書
き
込
ま
れ
、
こ
の
図
は
全
日
本
建
築
士

会
発
行
の
雑
誌
『
住
と
建
築
』
四
五
七
号
（
一
九
九
八
年
）
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

図
３
に
よ
れ
ば
、
東
西
通
り
の
地
蔵
筋
が
正
面
で
「
大
谷
」
の
暖
簾
を

掲
げ
て
い
る
。
中
央
の
左
側
で
「
た
た
ら
ふ
み
」
が
行
わ
れ
て
「
唐
胴
を

わ
か
す
」「
穴
に
形
を
納
め
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
奥
の
細
工
所
で
は
部

分
で
鋳
造
し
た
部
品
を
組
み
立
て
た
り
、
仕
上
げ
を
し
て
い
る
。
南
北
通

り
の
仲
仕
町
に
面
し
て
横
門
が
あ
り
、
そ
の
近
く
で
は
出
来
上
が
っ
た
梵

鐘
の
「
目
方
を
は
か
る
」
作
業
を
し
て
い
る
。「
元
和
丁
巳
」
は
相
模
掾
の

宣
旨
を
受
け
た
と
さ
れ
る
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
で
あ
り
、
そ
の
年
の

治
工
所
を
想
像
し
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
原
図
が
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
は
不
明
だ
が
、
近
世
の
鋳
造
の
工
程
が
判
明
す
る
。

図
４
は
「
宝
暦
時
代
」
と
書
か
れ
た
大
谷
治
工
場
の
位
置
を
示
し
た
絵

図
で
、
正
寿
寺
の
梵
鐘
を
作
成
し
た
時
期
の
状
況
を
推
測
し
た
絵
図
で
あ

図３　大谷相模掾藤原正次治工処
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る
。
高
津
宮
の
通
り
を
挟
ん
で
「
大
谷
隠
居
」
と
あ
り
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
に
家
督
を
譲
り
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
亡
く
な
っ
た

十
六
代
勘
兵
衛
正
次
の
居
宅
だ
ろ
う
か
。
離
れ
、
蔵
が
二
つ
、
井
戸
と
庭

が
あ
っ
た
。
地
蔵
坂
通
り
を
挟
ん
で
北
側
に
本
宅
が
あ
り
「
大
谷
・
は
な

れ
・
大
谷
治
工
場
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
通
り
を
挟
ん
で
西
に
は
土

屋
相
模
守
邸
が
あ
る
。
常
陸
国
（
現
茨
城
県
）
土
浦
藩
主
土
屋
政
直
が
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
大
坂
城
代
と
な
り
、
こ
の
地
に
蔵
屋
敷
を
与
え

ら
れ
た
。
現
在
は
大
阪
中
央
小
学
校
の
敷
地
に
「
土
屋
相
模
守
蔵
屋
敷
跡
」

の
石
碑
が
あ
る
。
こ
の
位
置
を
「
天
保
新
改　

大
阪
全
図
」
で
高
津
神
社

と
土
屋
相
模
守
邸
を
も
と
に
確
認
す
る
と
、
図
５
の
×
印
の
位
置
に
当
た

る
。
現
在
も
地
蔵
筋
の
名
称
は
残
っ
て
い
て
、
位
置
が
判
明
す
る
。

大
谷
家
の
邸
宅
平
面
図

図
６
は
年
代
が
な
い
が
、
大
谷
家
の
立
地
を
示
し
た
絵
図
と
、
邸
内
の

平
面
図
を
組
み
合
わ
せ
て
一
枚
の
絵
図
と
し
て
い
る
。
邸
宅
の
位
置
関
係

は
図
４
と
一
致
、
ま
た
土
屋
相
模
守
邸
の
位
置
も
一
致
し
て
い
る
。
図
４
の

「
大
谷
隠
居
」
が
図
６
で
は
「
大
谷
別
宅
」
と
変
化
し
、
近
隣
の
居
住
者
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
大
谷
家
は
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
あ
と
、
天
王
寺
に

移
転
し
て
お
り
、
図
６
は
近
世
の
様
子
を
回
顧
し
て
描
い
た
絵
図
だ
ろ
う
。

屋
敷
の
平
面
図
に
よ
れ
ば
、
南
側
か
ら
店
、
奥
に
三
室
あ
り
一
室
に

は
仏
壇
。
左
手
に
は
板
の
間
の
飯
室
が
あ
り
、
店
と
家
族
の
居
住
空
間

で
あ
る
。

東
の
通
り
に
面
し
て
大
谷
東
ノ
入
口
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
入
る
と
別
に

玄
関
が
あ
る
。
表
ノ
間
・
中
ノ
座
敷
・
奥
座
敷
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
奥

座
敷
に
は
「
二
階
ハ
西
向
、
兵
庫
・
六
甲
山
見
晴
シ
ノ
大
座
敷
也
」
と
書

き
込
ま
れ
て
い
て
、
二
階
に
は
六
甲
山
を
望
む
大
座
敷
が
あ
っ
た
。
上
得

意
の
客
を
も
て
な
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
谷
東
ノ
入
口
の
北
に
は
、
大
谷
鋳
物
工
場
に
出
入
り
す
る
大
谷
ノ
門

図４　宝暦年間の大谷治工場
図５　大阪全図
（天保年間）
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が
あ
る
。
タ
タ
ラ
と
大
穴
・
天
平

（
秤
）
は
図
３
の
図
と
同
じ
位
置
に

あ
る
。
鋳
物
工
場
の
中
に
は
フ
イ

ゴ
と
ロ
ク
ロ
場
、
鋳
物
仕
上
場
は

別
の
建
物
だ
っ
た
。

お
わ
り
に

明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
で
、
寺

院
は
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
た
。
正

寿
寺
の
梵
鐘
は
、
そ
の
難
を
逃
れ

て
守
ら
れ
、
戦
時
中
は
金
属
供
出

の
危
機
に
遭
遇
し
た
。
現
在
の
棘

信
勝
住
職
が
祖
父
の
円
准
（
昭
和

八
年
住
職
補
任
、
昭
和
四
十
八
年

遷
化
）
か
ら
直
接
聞
い
た
話
に
よ

れ
ば
、
金
属
供
出
を
求
め
ら
れ

「
運
べ
な
い
の
で
取
り
に
来
る
な
ら

提
供
す
る
」
と
答
え
た
が
、
結
局

取
り
に
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
。「
供
出
す
る
と
材
質
を
調
べ
る
た
め
に
穴
を
あ
け
ら
れ
る
が
、
そ

れ
も
な
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
」
と
も
話
し
て
い
た
と
い
う
。

供
出
は
免
れ
た
も
の
の
、
空
襲
で
寺
は
全
焼
、
鐘
楼
も
焼
け
落
ち
た
。

本
尊
、
過
去
帳
、
蓮
如
上
人
筆
と
伝
え
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名

号
の
軸
を
持
ち
出
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
再
建
し
た
も
の
の
平
成

七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
鐘
楼
は
全
壊
し
た
。
度
重
な
る
災
難
に

も
梵
鐘
は
生
き
残
っ
た
。
ま
さ
に
奇
跡
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
、
こ
の
梵
鐘
は
、
十
七
代
大
谷
正
次
が
、
家
督
を
継
い

で
二
年
目
、
二
十
代
後
半
の
最
も
精
力
あ
ふ
れ
る
時
期
に
製
作
し
た
梵
鐘

と
判
明
し
た
。
製
造
し
た
場
の
景
観
も
判
明
し
、
多
く
の
人
の
願
い
が
込

め
ら
れ
た
梵
鐘
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

な
お
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
正
寿
寺
の
棘
信
勝
住
職
、
大
谷
相
模
掾
鋳
造

所
の
大
谷
秀
一
監
査
役
に
ご
教
示
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
。

図６　大谷家平面図
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深
江
の
心
象
風
景
（
４
）

　
深
江
周
辺
の
風
景

筆
者　

岡　

田　

茂　

義

十
七
、
新
道
を
走
る
馬
車
型
自
動
車

頃
は
第
四
十
九
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
明
治
天
皇
崩
御
の
前
後
、
即
ち

明
治
時
代
の
終
末
期
で
あ
る
。
新し
ん
み
ち道
を
オ
ー
プ
ン
型
の
馬
車
に
エ
ン
ジ
ン

を
付
け
た
様
な
自
動
車
が
走
っ
て
来
る
。
我
々
子
供
達
（
何
れ
も
六
～
七

才
位
）
は
先
を
競
っ
て
車
と
共
に
一
緒
に
走
る
。
運
転
手
の
外
国
人
が
鞭む
ち

を
振
っ
て
、
我
々
を
振
り
払
お
う
と
す
る
。
一
度
そ
の
鞭
が
顔
に
当
っ
て

痛
か
っ
た
思
い
が
今
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
天
皇
陛
下
は
行
幸
の
際
、
数
頭
立
て
の
オ
ー
プ
ン
馬
車
を
ご
使
用

に
な
っ
た
。
そ
の
後
自
動
車
に
変
え
ら
れ
た
が
、
各
国
大
使
が
新
任
挨
拶

の
た
め
宮
中
へ
参
内
す
る
時
は
宮
内
庁
所
属
の
こ
の
馬
車
を
使
用
し
て
自

動
車
の
流
れ
の
中
を
悠
々
と
走
ら
せ
て
い
る
の
を
見
た
。

十
八
、
横よ
こ

屋や

の
ゴ
ル
フ
場

新し
ん

道み
ち

の
風
物
に
つ
き
一
件
書
き
添
え
る
。
青
木
と
魚
崎
と
の
間
に
新
道
に

沿
っ
て
大
き
な
草
原
が
あ
っ
た
。
地
名
は
横
屋
と
呼
ん
で
、
そ
こ
に
は
一
軒

の
家
も
無
か
っ
た
。

遥
か
南
を
眺
め
る
と

向
う
の
海
岸
に
は
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
煉
瓦

造
り
の
石
油
貯
蔵
倉

庫
が
あ
っ
た
。
そ
れ

と
新
道
と
の
間
の
広

漠
た
る
草
原
が
ゴ
ル

図１　明治 43年ごろの深江
浜街道から分岐して南側に新道

図２　大正 12年ごろの深江
新道が「街道」となり浜街道より太く描かれている

写真１　新道　岡田善蔵宅の南側附近
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フ
場
に
な
っ
て
い
て
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
人
達

が
プ
レ
ー
し
た
。
小
学

校
初
年
級
の
我
々
の
友

達
が
、
時
々
こ
の
コ
ー

ス
の
ロ
ス
ト
・
ボ
ー
ル

を
拾
っ
て
学
校
に
持
っ

て
来
る
。
皆
、
歓
声
を

上
げ
て
喜
び
、
ボ
ー
ル

を
切
り
開
い
て
中
の
ゴ

ム
糸
を
取
り
出
し
各
人

に
分
け
合
っ
た
。
こ
れ

が
皆
の
竹
製
模
型
飛
行

機
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
廻
す

ゴ
ム
糸
と
な
っ
た
。

当
時
六
甲
ゴ
ル
フ
場
は
既
に
あ
っ
た
様
だ
。
後
記
し
て
あ
る
「
六
甲
ゴ

ル
フ
場
」
に
記
載
の
「
短
い
鉛
筆
」
に
依
る
と
、
明
治
三
十
四
年
英
国
人

グ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
横
屋
の
方
は
い
つ
始
め
ら
れ
た
か

知
ら
な
い
が
六
甲
と
並
行
し
て
存
在
し
、
而し

か

も
完
備
し
な
い
〝
ら
し
き
〟

ゴ
ル
フ
場
で
あ
っ
た
の
で
、
古
く
と
も
日
本
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
と
は
云
い

難
い
。
又
、
そ
の
あ
と
横
屋
に
甲
南
ゴ
ル
フ
場
が
出
来
て
い
る
。
同
じ
く

「
短
い
鉛
筆
」
に
よ
る
。
南
郷
三
郎
（
ゴ
ル
フ
界
の
重
鎮
）
等
に
よ
る
も
の

と
思
う
。
或
期
間
こ
の
名
前
の
下
で
そ
の
草
原
が
利
用
さ
れ
て
い
た
様
だ
。

十
九
、六
甲
ゴ
ル
フ
場

南
郷
茂も
ち

宏ひ
ろ

「
短
い
鉛
筆
」
に
よ
る
と
英
国
人
グ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て
、
六

甲
山
上
に
日
本
で
初

め
て
四
ホ
ー
ル
の
ゴ

ル
フ
場
が
造
ら
れ

た
。
彼
は
明
治
元
年

二
十
二
才
の
時
来
朝

し
、
ゴ
ル
フ
場
を
造

る
数
年
前
に
六
甲
山

最
初
の
別
荘
を
建
て

た
。
六
甲
山
の
開
拓

者
で
も
あ
る
。
そ
の

後
、
社
団
法
人
神
戸

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
し

て
日
本
人
も
入
会
さ

せ
、
明
治
四
十
年
に

は
、
一
八
ホ
ー
ル
を

オ
ー
プ
ン
し
た
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
然

し
、
戦
後
私
が
プ
レ
ー
し
た
時
は
二
～
三
ホ
ー
ル
の
不
足
が
あ
っ
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
。
峻け

わ

し
い
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

外
国
人
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
の
で
、
ク
ラ
ブ
・
ハ
ウ

ス
内
の
表
示
も
日
本
離
れ
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
戸
惑
っ
た
。
Ｗ
・

Ｃ
の
表
示
の
所
が
、
正
式
に
ウ
オ
ー
タ
ー
・
ク
ロ
セ
ッ
ト
（W

ater closet

）

と
書
い
て
あ
る
の
で
便
所
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
今
で
も
そ
れ
等
の
難
し

い
表
示
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
持
ち
運
ぶ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
方
も
同
様
で

図３　横屋ゴルフ場とスタンダード石油（『魚崎町誌』）

写真２　神戸ゴルフ倶楽部（絵はがき「六甲山上ゴルフ遊戯場」）
昭和７年改修前の初代倶楽部ハウスが写っている
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ド
ラ
イ
バ
ー
は
Ｗ
・
１
、

ス
プ
ー
ン
は
Ｗ
・
３
、
ブ

ラ
ッ
シ
ー
は
Ｗ
・
４
、

マ
ッ
シ
ー
は
ア
イ
ア
ン
の

５
、
マ
ッ
シ
ー
・
ニ
ブ

リ
ッ
ク
は
ア
イ
ア
ン
の

８
、
そ
れ
に
パ
タ
ー
と
計

六
本
く
ら
い
で
廻
っ
た
の

だ
ろ
う
。
我
孫
子
ゴ
ル
フ

場
の
会
誌
に
よ
る
と

driver

は
飛
ば
すclub

、

spoon

は
そ
の
形
、
バ
ッ

フ
ィ
ー
は
球
を
打
っ
た
時

の
擬
音
、
ブ
ラ
ッ
シ
ー
は

ブ
ラ
ス
（brass

、
真し
ん
ち
ゅ
う鍮
）

を
底
に
張
り
付
け
た
か
ら
と
あ
る
。「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
つ
き
で
愛

称
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

尚
、「
マ
ッ
シ
ー
」
と
は
伊
達
男
、「
ニ
ブ
リ
ッ
ク
」
は
醜ぶ

男お
と
こ

の
意
味
で

あ
る
こ
と
も
面
白
く
付
記
さ
れ
て
い
た
。

六
甲
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
す
る
メ
ン
バ
ー
は
籠か
ご

（
荷
い
籠
）
で
山
上
ま

で
担
ぎ
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
籠
舁か

き
の
一
人
が
有
名
な
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
な
っ
た
。
宮
本
留
吉
で
あ
る
。
彼
は
日
本
オ
ー
プ
ン
を
六
度
制

覇
し
、
全
米
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ビ
リ
ー
・
バ
ー
ク
と
プ
レ
ー
・
オ
フ
し
、

ボ
ビ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
も
勝
っ
た
記
録
を
持
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
界
の

リ
ー
ダ
ー
赤
星
六
郎
の
コ
ー
チ
を
受
け
た
。

二
十
、
大
阪
湾
を
往
復
し
て
い
た
貨
物
運
搬
船

深
江
の
浜
か
ら
沖
を
見
れ
ば
、
い
つ
も
黒
い
貨
物
船
（
艀
は
し
け

型
の
運
搬
船
）

が
西
へ
東
へ
と
往
来
し
て
い
た
。
神
戸
港
と
大
阪
港
を
連
絡
す
る
運
搬
船

で
そ
の
往
来
は
絶
え
な
か
っ
た
。

当
時
工
場
の
あ
ら
ゆ
る
機
械
は
総す

べ
て
蒸
気
機
関
で
動
か
し
た
。
そ
の

燃
料
は
石
炭
で
あ
る
。
大
阪
へ
行
く
時
阪
神
電
車
で
淀
川
の
鉄
橋
を
渡
る

と
途
端
に
空
が
曇
る
。
こ
の
地
区
の
数
多
い
中
小
企
業
の
工
場
に
林
立
す

る
煙
突
か
ら
の
煙
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
燃
料
の
石
炭
は
何
れ
も
九

州
、
四
国
、
或
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
神
戸
港
で
運
搬
船
に
積
み
替
え
て

大
阪
港
に
運
ん
だ
。

当
時
、
日
本
の
輸
出
品
の
第
一
位
は
二
位
と
格
段
の
差
で
綿
製
品
で
あ
っ

た
。
鉄
鋼
製
品
は
、
ま
だ
輸
入
の
段
階
で
あ
っ
た
。
大
阪
地
区
は
東
洋
紡
、

日
本
紡
、
呉
羽
紡
等
の
根
拠
地
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
工
場
の
製
品
は
何
れ

も
こ
の
運
搬
船
で
神
戸
港
に
輸
送
さ
れ
、
大
型
船
舶
に
積
み
替
え
て
総
て

中
国
へ
輸
出
さ
れ
た
。

こ
の
様
に
往
復
の
貨
物
が
多
量
に
存
在
し
た
の
で
運
搬
船
も
数
多
く
、

後
か
ら
後
へ
と
続
い
て
姿
を
現
し
て
い
た
。
因ち

な
み

に
鐘
紡
は
そ
の
拠
点
を
関

東
の
鐘
ヶ
渕
か
ら
神
戸
に
移
し
た
。

二
十
一
、
自
作
農
の
経
験

　
　
　
　

並
び
に
そ
の
時
の
台
風
に
関
連
し
て
の
鵺ぬ
え

塚

戦
争
と
共
に
食
糧
事
情
が
逼
迫
し
て
、
年
貢
と
し
て
納
ま
っ
て
い
た
米

俵
が
金
納
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
。
已や

む
を
得
ず
自
作
農
を
考
え
、
偶
々
小

作
に
出
し
て
な
い
一
畝
（
三
十
坪
）
程
の
小
さ
い
田た
ん
ぼ圃
（
田で
ん

地ち

）
が
残
っ

て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
水
を
引
入
れ
苗
を
植
え
て
丁
寧
に
草
取
り
も
続
け

た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
の
年
で
あ
る
（
昭
和
十
九
年
の
記
憶
違
い
―
以
下
、

写真３　六甲山の籠舁き（絵はがき「有馬六甲山道」）
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台
風
の
名
称
も
同
様
で
、
茂
義
氏
自
身
の
補
注
参
照
）。
処
が
、
有
名
な

ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
襲
来
で
稲
が
皆
倒
れ
全
滅
し
た
。
翌
年
、
こ
れ
又
室
戸

台
風
の
直
撃
を
受
け
、
田
に
海
水
が
入
り
丁
度
穂
に
花
が
付
い
た
時
で
あ
っ

た
の
で
花
粉
が
散
っ
て
し
ま
い
、
二
、三
日
後
穂
が
白
く
変
わ
り
枯
れ
た
。

そ
の
明
く
る
年
、
昭
和
二
十
二
年
漸
く
僅わ
ず

か
な
が
ら
収
穫
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

室
戸
台
風
と
云
え
ば
次
の
様
な
思
い
出
が
あ
る
。
芦
屋
の
業
平
橋
に
鵺

塚
と
云
う
の
が
あ
る
。
鵺
が
黒
雲
に
乗
っ
て
稲
妻
を
光
ら
せ
、
雷
音
を
轟
と
ど
ろ

か
せ
て
御
所
の
屋
根
に
飛
び
乗
っ
て
来
た
。

源げ
ん

三ざ
ん

位み

頼
政
が
暗
い
闇
の
中
、
す
か
さ
ず
強
弓
を
以
て
矢
で
鵺
を
射
落

と
し
た
。
大
き
な
音
を
立
て
て
屋
根
か
ら
転
ろ
げ
落
ち
た
の
で
、
家
来
の

猪い

の
早は
や
た太
が
真
っ
暗
い
中
を
音
の
方
向
に
走
っ
て
行
っ
た
処
、
思
わ
ず
左

近
の
桜
に
突
き
当
っ
た
が
、
駆
け
寄
り
鵺
の
首
を
打
ち
落
と
し
た
。
死
体

は
桂
川
に
捨
て
ら
れ
、
流
れ
流
れ
て
芦
屋
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
鵺
塚

と
な
っ
た
由
来
が
あ
る
。

室
戸
台
風
襲
来
の
時
、
京
都
の
奥
に
あ
る
清
滝
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。
旅
館
の
従
業
員
が
清
滝
川
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
遺
体
が
保
津
川
に
流

れ
込
み
、
桂
川
を
経
て
淀
川
に
流
さ
れ
遂
に
海
に
入
る
。
こ
れ
が
海
流
に

乗
っ
て
芦
屋
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

芦
屋
の
浜
に
打
上
げ
ら
れ
て
鵺
塚
と
な
っ
た
不
思
議
な
漂
流
コ
ー
ス
の

実
証
が
、
こ
の
室
戸
台
風
に
よ
る
清
滝
か
ら
の
漂
流
事
実
を
以
て
現
実
に

証
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
友
故
安
村
慶
次
郎
君
の
実
証
で
あ
り
信
ず
べ
き

も
の
と
思
う
。
業
平
橋
は
今
は
海
辺
よ
り
遥
か
上か
み

の
方
に
あ
る
が
昔
は
こ

の
辺あ
た

り
ま
で
海
辺
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

註　

こ
の
度
拙
書
を
ご
覧
下
さ
っ
て
訂
正
す
べ
き
箇
所
の
参
考
資
料

（
国
立
天
文
台
編
理
科
年
表
）
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
自
作
農
を
始
め
た
の
は
終
戦
の
前
年
昭
和
十
九
年
と
し
台
風
の
呼

称
を
次
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ジ
ェ
ー
ン
台
風　

昭
和
十
九
年
十
月
七
日　
　

台
風
（
呼
称
な
し
）

室
戸
台
風　
　
　

昭
和
二
十
年
九
月
十
七
日　

枕
崎
台
風

昭
和
二
十
一
年
は
台
風
襲
来
無
く
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
時
我
々
の
中
学
校
の
教
育
は
受
験
勉
強
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
人
格

養
成
を
重
視
し
て
訓
練
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
円
満
な
人

格
を
作
る
た
め
に
笑
い
の
部
門
も
設
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
狂
言
・
川
柳
・

狂
歌
な
ど
が
国
語
の
教
科
書
の
中
に
出
て
来
た
。

そ
の
暗
さ
早
太
桜
に
突
き
当
た
り

写真４　鵺塚
（天保７年「摂津名所旧跡細見大絵図」）
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既
に
記
載
し
た
通
り
猪
の
早
太
が
大
き
な
音
を
立
て
て
射
落
と
さ
れ
た

鵺
を
捕
ら
え
よ
う
と
前
後
を
忘ぼ
う

ず
る
闇
の
中
を
走
り
、
暗
さ
の
た
め
思
わ

ず
左
近
の
桜
に
こ
れ
も
大
き
な
音
を
立
て
て
突
き
当
た
っ
た
（
鵺
は
梅
若

謡
本
第
一
七
巻
参
照
）。
中
学
生
に
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
教
え
込
む
狙
い

で
あ
る
。
こ
の
読
本
に
は
早
太
の
川
柳
の
次
に
こ
の
狂
歌
が
続
い
て
い
た
。

早さ
わ
ら
び蕨
が
握
り
拳
を
振
り
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
の
横
面つ
ら

春
風
ぞ
吹
く

狂
言
で
は
大
蔵
流
の
茂
山
師
の
狐
の
出
る
狂
言
「
釣
り
狐
」
を
講
堂
で

演
じ
て
も
ら
っ
た
。
子
狐
が
キ
ョ
キ
ョ
と
叫
び
な
が
ら
飛
び
廻
る
。
こ
れ

を
真
似
て
廊
下
を
キ
ョ
キ
ョ
と
飛
び
廻
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月
一
八
日
（
火
）「
朝
日
新
聞
」
天
声
人
語

に
「
川
柳
が
高
校
の
国
語
教
科
書
に
登
場
す
る
そ
う
だ
。
来
年
度
か
ら
使

わ
れ
る
教
育
出
版
の
高
校
国
語
Ⅱ
に
作
家
田
辺
聖
子
さ
ん
の
随
筆
「
川
柳

で
ん
で
ん
太
鼓
」
が
引
用
さ
れ
箕
面
市
に
住
む
杉
本
一
本
杉
さ
ん
の
川
柳

が
紹
介
さ
れ
る
。（
天
高
く
月
夜
の
カ
ニ
に
御
座
候
）
と
云
う
句
だ
。
月
夜

の
カ
ニ
は
月
光
を
恐
れ
て
餌
を
あ
さ
れ
な
い
の
で
肉
が
つ
か
な
い
と
、
杉

本
さ
ん
は
小
さ
い
頃
父
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
痩や

せ
て
い
た
の
で
月
夜
の

カ
ニ
と
も
か
ら
か
わ
れ
た
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

漸
く
川
柳
が
高
校
の
教
科
書
に
出
て
来
る
よ
う
だ
が
我
々
の
中
学
で
は

既
に
川
柳
は
狂
歌
と
共
に
教
科
書
に
載
っ
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
の
育
成
に

よ
る
人
格
養
成
が
早
く
か
ら
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

史
料
館
日
誌
抄

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

　
　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
四
月
～
二
四
年
三
月

〈
二
〇
二
三
年
〉

４
月
１
日　

 

神
戸
市
立
図
書
館
の
予
約
図
書
受
取
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
時

間
を
午
後
０
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
か
ら
に
早
め
る
。

　
　

20
日　

神
戸
高
低
差
学
会 

（
見
学
者　
　

二
〇
名
）

　
　

25
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
端
午
の
節
句
」
に
展
示
替
え

　
　

30
日　

東
灘
区
長
が
来
館

６
月
４
日　

戦
争
を
語
り
つ
ぐ
会 

（
見
学
者　
　

四
〇
名
）

　
　

10
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
夏
の
風
物
詩
」
に
展
示
替
え

　
　

17
日　

甲
南
大
学
文
学
部 

（
見
学
者　
　

一
八
名
）

７
月
16
日　

 

ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術
デ
ー
に
協
賛
し
、
田
中
邦
彦

画
伯
の
作
品
を
展
示

８
月
５
日　

本
山
南
婦
人
会 

（
見
学
者　
　

一
三
名
）

９
月
３
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
中
秋
の
名
月
」
に
展
示
替
え

10
月
１
日　

 

企
画
展
示　

田
中
邦
彦
画
伯
「
東
神
戸　

懐
か
し
の
風
景

展
」
開
始
（
12
月
３
日
ま
で
）

　
　

17
日　

本
山
第
三
小
学
校
三
年
生 

（
見
学
者　
　

九
二
名
）

　
　

28
日　

東
灘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会 

（
見
学
者　
　

五
七
名
）

12
月
３
日　

 

２
階
の
深
江
文
化
村
コ
ー
ナ
ー
を
拡
張
し
、
旧
古
澤
邸
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
展
示
す
る
。

　
　

６
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
正
月
の
風
景
」
に
展
示
替
え

１
月
23
日　

東
灘
小
学
校
三
年
生 

（
見
学
者　

一
四
六
名
）

　
　

30
日　

福
池
小
学
校
三
年
生 

（
見
学
者　

一
三
七
名
）

２
月
３
日　

季
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
「
ひ
な
ま
つ
り
」
に
展
示
替
え

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
二
〇
二
三
年
四
月
～
二
四
年
三
月

　

山
田
良
子
／
嘉
門
千
晴
／
大
国
正
美
／
真
陽
小
学
校
／
古
澤　

弘
／

　

田
中
千
尋 

（
道
谷　

卓
記
）
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田
中
邦
彦
画
伯
の
懐
か
し
の
風
景
画

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

史
料
館
で
は
、
御
影
町
石
屋
生
ま
れ
の
田
中
邦
彦
画
伯
の
遺
族
か
ら
、

東
神
戸
の
懐
か
し
い
風
景
を
描
い
た
作
品
を
多
数
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
）
十
月
一
日
か
ら
、
企
画
展
と
し
て
「
東

神
戸　

懐
か
し
の
風
景
展
」
を
開
催
し
た
（
十
二
月
三
日
ま
で
）。

田
中
画
伯
は
、
一

九
二
二
年
（
大
正
十

一
）
に
現
在
の
神
戸

市
東
灘
区
御
影
石
町

に
生
ま
れ
、
戦
前
の

旧
制
中
学
時
代
に
美

術
部
で
絵
を
描
き
始

め
た
。
建
設
会
社
勤

務
時
代
も
描
き
続
け

て
、
定
年
後
に
は
バ

イ
ク
に
絵
の
具
を
積

み
、
夏
は
テ
ン
ト
、
冬

は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

を
利
用
し
、
日
本
だ

け
で
な
く
海
外
で
も

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
続
け
、
漁
村
や
街
道
な
ど
失
わ
れ
る
風
景
を
描
き
続
け

た
。
創
造
美
術
協
会
会
員
。
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
）
三
月
に
、
八
十

六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
田
中
画
伯
が
描
い
た
数
多
く
の
風
景
画
の
う
ち
、

東
灘
区
を
中
心
に
東
神
戸
の
昭
和
の
古
き
良
き
時
代
を
描
い
た
作
品
を
遺

族
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
史
料
館
の
あ
る
深
江

地
区
や
、
画
伯
の
生
ま
れ
た
御
影
を
は
じ
め
、
東
灘
区
か
ら
灘
区
に
か
け

て
の
作
品
を
九
点
、
展
示
し
た
。
こ
の
う
ち
の
一
点
①
一
九
六
二
年
の
深

江
港
は
、
十
月
か
ら
の
企
画
展
に
先
立
ち
、「
ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術

デ
ー
」
に
協
賛
し
て
、
七
月
か
ら
先
行
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一

九
六
二
年
の
深
江
港　

魚
屋
道
起
点
」
は
、
埋
め
立
て
が
始
ま
る
前
の
深

江
の
浜
で
、
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

十
月
か
ら
の
企
画
展
で
は
、
①
の
ほ
か
、
②
「
深
江
漁
港
と
商
船
大
学

進
徳
丸
」（
東
灘
区
深
江
南
町
五
丁
目
）、
③
「
灘
魚
崎
郷
」（
桜
正
宗
、
一

九
六
二
年
、
同
区
魚
崎
南
町
四
丁
目
）、
④
「
御
影
浜
街
道
」（
同
区
御
影

本
町
六
丁
目
）、
⑤
「
御
影
浜
街
道
」（
同
区
御
影
本
町
八
丁
目
）、
⑥
「
石

屋
川
河
口
」（
泉
勇
之
介
商
店
、
一
九
九
二
年
、
同
区
御
影
石
町
一
丁
目
）、

⑦
「
酒
蔵
」（
白
鶴
酒
造
石
屋
蔵
、
同
区
御
影
石
町
一
丁
目
）、
⑧
「
新
在

家
の
運
河
」（
灘
浜
運
河
、
大
黒
正
宗
、
同
区
御
影
塚
町
一
丁
目
）、
⑨
「
小

泉
製
麻
」（
灘
区
新
在
家
南
町
一
丁
目
）
の
作
品
を
、
史
料
館
一
階
の
季
節

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
絵
の
表
や
裏
に
画

伯
自
ら
タ
イ
ト
ル
と
年
代
を
書
い
た
も
の
と
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
年
代
の
書

か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
年
代
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
前

に
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図①　1962年の深江港　魚屋道起点
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そ
れ
で
は
、
②
以
降
の
絵
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
②
「
深
江
漁
港
と

商
船
大
学
進
徳
丸
」
は
、
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
描
か
れ
た

年
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
進
徳
丸
が
、
旧
神
戸
商
船
大
学
（
現
・
神
戸

大
学
海
洋
政
策
学
部
）
構
内
に
陸
上
船
舶
と
し
て
保
存
さ
れ
た
の
が
一
九

六
七
年
（
昭
和
四
十
二
）
で
あ
る
こ
と
と
、
深
江
浜
の
埋
め
立
て
に
よ
り

最
終
的
に
深
江
の
漁
業
協
同
組
合
が
解
散
さ
れ
た
の
が
一
九
七
二
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
②
は
こ
の
間
に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
③
「
灘
魚

崎
郷
」
は
、
灘
五
郷
の
酒
蔵
地
帯
の
う
ち
、
東
郷
と
も
言
わ
れ
る
魚
崎
郷

の
代
表
的
な
蔵
で
あ
る
櫻
正
宗
の
レ
ン
ガ
造
り
の
酒
蔵
（
絵
の
左
端
の
建

物
）
を
描
い
て
い
る
。
一
九
六
二
年
の
年
代
が
入
っ
て
お
り
、
当
時
の
蔵

の
外
観
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
酒
蔵
の
建
物
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
全
て
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
酒
蔵
と
し
て
の
再
建
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
。

④
か
ら
か
ら
⑦
の
四
点
は
、
画
伯
の
生
ま
れ
た
御
影
を
描
い
た
も
の
だ
。

こ
の
四
枚
は
、
描
か
れ
た
場
所
が
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
展
示
で
は
定

点
観
測
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
現
地
の
写
真
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
た
。

④
と
⑤
の
「
御
影
浜
街
道
」
は
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
前

は
本
通
り
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
旧
御
影
町
の
中
心
的
な
場
所
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
空
襲
か
ら
の
被
害
も
逃
れ
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
い
街
道

の
街
並
み
が
残
る
一
角
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
・

図②　深江漁港と商船大学進徳丸

図③　灘魚崎郷

図④　御影浜街道（御影本町６丁目）
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淡
路
大
震
災
で
街
並
み
が
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二

枚
の
絵
も
震
災
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
今
で
も
、
震
災
前
の

電
柱
と
一
方
通
行
の
道
路
標
識
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
が
、
絵
の
中
央

に
描
か
れ
た
青
果
店
は
、
住
宅
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
⑤
は
現
在
、

新
し
い
家
が
建
ち
並
ん
で
震
災
前
と
は
街
並
み
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

絵
の
中
央
に
描
か
れ
た
地
蔵
尊
の
祠
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

⑥
「
石
屋
川
河
口
」
は
一
九
九
二
年
の
作
品
で
、
御
影
郷
の
泉
勇
之
介

商
店
（
一
八
八
二
年
〈
明
治
十
五
〉
創
業
）
の
木
造
蔵
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
蔵
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
・
倒
壊
し
た
御
影
郷
の
酒
蔵
で

倒
壊
を
免
れ
、
震
災
後
も
唯
一
操
業
し
て
い
た
木
造
蔵
だ
が
、
二
〇
一
三

年
に
廃
業
し
、
翌
二
〇
一
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
で
は
別
の
建
物
が

建
っ
て
い
る
。
な
お
、
奥
に
見
え
る
赤
い
橋
（
灘
大
橋
）
が
、
同
じ
地
点

だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑦
「
酒
蔵
」
も
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
前
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
は
木
造
の
白
鶴
酒
造

石
屋
蔵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
蔵
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し

た
。
倒
壊
後
、
建
物
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
絵
の
左
下
に
描
か
れ
た
波
返
し

（
か
つ
て
の
砂
浜
の
名
残
）
は
残
っ
て
い
た
。
そ
の
波
返
し
も
二
〇
〇
五
年

に
現
在
の
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
。
今
は
、
木
造
蔵
の
間

の
道
路
だ
け
が
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

図⑤　御影浜街道（御影本町８丁目）

図⑥　石屋川河口

図⑦　酒蔵（白鶴酒造石屋蔵）
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⑧
「
新
在
家
の
運
河
」
の
作
品
に
描
か
れ
た
木
造
の
酒
蔵
は
、
大
黒
正

宗
の
銘
柄
で
知
ら
れ
る
安
福
又
四
郎
商
店
の
蔵
で
あ
る
。
こ
の
木
造
蔵
も

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
て
お
り
、
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る

が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
前
の
作
品
で
あ
る
。
大
黒
正
宗
は
、
今
で
も
こ

の
場
所
の
一
部
で
日
本
酒
を
販
売
す
る
が
、
蔵
の
建
っ
て
行
っ
た
敷
地
は

商
業
施
設
に
変
わ
っ
て
い
る
。

⑨
「
小
泉
製
麻
」
は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
六
月
創
業
の
小

泉
製
麻
株
式
会
社
（
創
業
時
は
有
限
責
任
会
社
都
賀
浜
麻
布
会
社
）
の
本

社
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
木
造
二
階
建
て
の
建
物
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
年
に
商
業
施
設
と
し
て

開
業
し
たR

O
 

K
K

O
23

（
ヴ
ァ

ン
ト
ワ
ァ
）
の
一

部
と
し
て
利
用

さ
れ
た
が
、
こ
れ

も
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
倒
壊
し

て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
展
示

で
は
、
画
伯
の

九
点
の
作
品
を

展
示
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も

多
く
の
絵
画
を

遺
族
か
ら
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

史
料
館
で
は
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
順
次
展
示

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
際
、
描
か
れ
た

場
所
と
年
代
が
特
定
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
様
子
を
写
真
に
撮

り
、
定
点
観
測
が
で
き
る

よ
う
な
展
示
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

◆
研
究
員
の
水
口
千
里
さ
ん
死
去　

水
口
千
里
さ
ん
が
二
〇
二
三
年
六

月
二
日
病
気
の
た
め
死
去
し
た
。
水
口
さ
ん
は
民
俗
学
専
攻
。『
本
庄
村
史

　

地
理
編
・
民
俗
編
』（
二
〇
〇
四
年
）
の
「
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

に
つ
い
て
」
を
執
筆
、
資
料
の
概
要
や
展
示
解
説
、
史
料
館
の
今
後
の
展

望
を
示
し
た
。
ま
た
史
料
館
の
展
示
解
説
『
ま
ち
の
歴
史
と
く
ら
し
』（
二

〇
〇
五
年
）
も
中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
た
。

図⑧　新在家の運河

図⑨　小泉製麻（旧本社）
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